
講師：工藤　光子 氏  
(立教大学理学部共通教育推進室 特任准教授) 
日時：2014年10月15日(水) 15:00 ‒ 16:00 
場所：理学部 G棟 1階 G101教室 

院生セミナー開催通知 
今回の院生セミナーは自然科学考房
主催です.  数物科学科の学部生もぜひ
ご参加ください. 

世話人: 物理科学科 太田 直美　 
(連絡先: C236-1 / 内線3386 / naomi@cc.nara-wu.ac.jp)  

2005年はサイエンスコミュニケーション元年だそうだ。
10年経った今、サイエンスコミュニケーションとは一体
全体、誰が何をしているのか？ 相変わらず怪しいという
評価も多い。 もちろんそうなのだが、元年よりずっと前
から働いていた私の話を聞いてみてからぜひご判断を！ 

サイエンスコミュニケーションとは 
‒ 科学との新しい関わり方 ‒ 

実践の具体例を通して、科学を伝えることの楽しさ、キャリア
パスとしてのサイエンスコミュニケーター、新たな分野として
の可能性、そして科学って何なんだろう？ 研究って何？ など
俯瞰的な視野からの話も少し。 

レゴブロックでDNAを再現、iPS細胞もスゴロクで、ネコブ
センチュウの寄生だってアイドルゲームで！？ 
全部真剣に考えています！！モノをつくることでコミュニ
ケーションの場を創出。ネタは最先端のライフサイエンス。 

講師からのメッセージ： 

博士前期課程物理科学専攻の学生へ 
セミナーに出席するようにして下さい. 
研究会などでやむを得ず欠席する場合は
世話人に申し出て下さい. 


